
街
の
未
来
図

〜
皆
さ
ん
な
ら
ど
う
し
た
い
で
す
か
〜

　
「
活
力
あ
る
日
本
社
会
」
を
次
代

へ
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
、
私

た
ち
世
代
の
責
務
。
し
か
し
先
行

き
は
決
し
て
楽
観
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

我
が
国
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

の
根
本
に
あ
る
の
は
、
人
口
減
少

社
会
の
到
来
で
す
。「
静
か
な
る
危

機
」。
日
々
の
生
活
で
は
実
感
し
に

く
い
問
題
で
す
。

　
既
に
全
国
で
は
年
間
２０
万
人
規

模
で
人
口
が
減
少
、
八
千
代
市
が

毎
年
消
え
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

２０２０
年
代
に
は
年
間
６０
万
人
規
模
、

２０4０
年
代
頃
に
は
年
間
10０
万
人
規
模
の

人
口
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
船
橋
市
、
千
葉
市
の
人
口
に

相
当
し
ま
す
。
今
後
何
も
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
、
人
口
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
は
加
速
し
、
社
会
の
活
力

の
低
下
、
更
な
る
人
口
減
少
と
い
っ

た
悪
循
環
に
陥
り
ま
す
。
特
に
、

若
年
女
性
人
口
が
急
減
す
る
「
消

滅
可
能
性
都
市
」
に
は
、
選
挙
区

内
の
千
葉
市
花
見
川
区
が
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
か
ら
の
人
口
流
出
と
全
体

の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
も
、
各
地
域
に
雇
用
の
場
を
創

り
、
若
い
方
々
が
希
望
を
持
っ
て
潤

い
の
あ
る
生
活
を
営
め
る
環
境
を
作

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
地
方
創
生
」
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
地
域

の
経
済
活
性
化
、
雇
用
や
少
子
化
の

対
策
の
効
果
は
限
定
的
で
し
た
。
そ

の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

①
省
庁
や
制
度
の「
縦
割
り
」構
造
、

②
地
域
の
特
性
を
考
慮
し
な
い
「
全

国
一
律
」
の
手
法
、③
効
果
の
検
証

を
伴
わ
な
い
「
バ
ラ
マ
キ
」、④「
対

症
療
法
的
」
で
「
短
期
的
」
な
成
果

を
求
め
る
施
策
。

　
こ
れ
ら
の
弊
害
を
踏
ま
え
、
私
が

考
え
る
地
方
創
生
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

自
治
体
、民
間
事
業
者
、個
人
等
が
、

そ
の
自
立
に
つ
な
が
り
（「
自
立

性
」）、
夢
を
持
っ
て
前
向
き
に
取

り
組
む
（「
将
来
性
」）、
各
地
域
の

実
態
に
合
っ
た
（「
地
域
性
」）
施

策
を
具
体
的
な
数
値
目
標
を
設
定
し

て
客
観
的
・
定
期
的
に
検
証
、
改
善

し
て
い
く
こ
と
（「
結
果
重
視
」）

で
す
。

　
最
近
、「
将
来
の
地
域
（
＝
地
元
）

の
あ
る
べ
き
姿
を
教
え
て
欲
し
い
」

と
の
声
を
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
度
に
、
故
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の

言
葉
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
。

　
「
国
が
自
分
の
た
め
に
何
を
し
て

く
れ
る
か
で
は
な
く
、
自
分
が
国
の

た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
問
お
う
」

　
選
挙
区
で
あ
る
千
葉
市
花
見
川

区
、
習
志
野
市
、
八
千
代
市
も
同

様
で
す
。
地
域
に
「
な
い
も
の
」

で
は
な
く
「
あ
る
も
の
」
を
探
し

て
い
く
姿
勢
、「
な
い
も
の
」
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
て
挑
戦
し
て
い
く
姿

勢
が
求
め
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
私
は
以
下
の
よ
う
な

可
能
性
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

①
U
R
団
地
の「
新
生
」。
高
齢
化
・

老
朽
化
が
進
み
、
空
き
室
増
加
↓

家
賃
上
昇
・
団
地
内
商
店
街
の
活

力
減
退
↓
空
き
室
増
加
と
い
う
負

の
サ
イ
ク
ル
。
こ
れ
を
断
ち
切
る

だ
け
の
新
た
な
団
地
の
あ
り
方
を

模
索
し
、
子
育
て
世
代
の
居
住
者

が
増
え
、
子
供
た
ち
の
笑
い
声
が

響
き
、
高
齢
者
の
方
々
の
安
ら
ぎ

が
満
ち
る
空
間
へ
と
変
え
る
。
花

見
川
、
高
津
、
袖
ケ
浦
団
地
等
、

こ
の
選
挙
区
内
だ
け
で
二
万
四
千

戸
を
擁
す
る
U
R
団
地
の
集
中
エ

リ
ア
だ
か
ら
こ
そ
「
団
地
再
生
」

モ
デ
ル
に
す
る
べ
く
挑
戦
し
て
い

く
。

②「
ロ
ボ
シ
テ
ィ
習
志
野
」。
高
齢

化
社
会
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、

福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
問
題
等
の

課
題
を
前
に
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
対
す
る
潜

在
需
要
は
非
常
に
大
き
い
。
我
が

国
有
数
の
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
を
擁
す
る
千
葉
工
大

を
核
と
し
て
、習
志
野
市
を
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
の
研
究
・
開
発
の
最
先
端

都
市
、ま
さ
に「
未
来
へ
の
玄
関
口
」

へ
と
変
え
て
い
く
。
関
連
企
業
も

誘
致
し
、
雇
用
を
含
め
た
経
済
効

果
を
生
み
出
し
て
い
く
。

③
八
千
代
の
梨
を
「
日
本
一
の
梨
」

へ
。
現
在
は
、
近
隣
自
治
体
の
梨

と
の
差
別
化
が
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
粒
千
円
の
宝
石
イ
チ
ゴ

が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
一
玉
１
万

円
の
宝
石
梨
を
八
千
代
で
作
れ
な

い
も
の
か
。
匠
の
力
と
I
T
技
術

の
融
合
。
若
手
の
梨
農
家
の
方
々

を
中
心
に
、
商
工
会
議
所
を
含
め
、

八
千
代
の
若
手
の
知
恵
と
力
を
結

集
し
、
味
・
ブ
ラ
ン
ド
共
に
日
本

一
の
梨
を
国
内
外
に
広
め
て
い
く
。

④
千
葉
・
習
志
野
を
「
若
者
が
集

う
海
浜
エ
リ
ア
」
に
。
東
京
湾
に

面
し
た
茜
浜
、
芝
園
地
区
の
景
色

を
変
え
る
。
公
園
を
は
じ
め
、
海

岸
沿
い
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
ボ
ー

ド
ウ
オ
ー
ク
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

が
立
ち
並
ぶ
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー

フ
の
よ
う
な
場
所
、
或
い
は
稲
毛

海
浜
公
園
ま
で
続
く
人
口
の
砂
浜

（
ビ
ー
チ
）
な
ど
、
海
を
活
用
し
た

街
づ
く
り
で
、
湘
南
ブ
ラ
ン
ド
に

対
抗
で
き
る
エ
リ
ア
を
つ
く
る
。

⑤
習
志
野
で
日
本
一
の
野
外
音
楽

祭
を
。
習
志
野
高
校
を
始
め
、
市

内
小
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
毎
年

の
よ
う
に
全
国
大
会
で
表
彰
さ
れ

る
地
力
。
毎
夏
、
世
界
的
に
有
名

な
野
外
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
る
米

国
タ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
。
壁
の
な
い

屋
根
付
き
演
奏
会
場
、
前
方
に
は

芝
生
。
シ
ー
ト
を
敷
い
て
食
事
や

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
一
流
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
奏
で
る
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
を
楽
し
む
連
日
の
光

景
。
夏
の
２
〜
３
か
月
間
だ
け
で

約
35
万
人
を
集
客
。
谷
津
干
潟
の

傍
で
渡
り
鳥
と
共
に
音
を
楽
し
む

空
間
は
ど
う
か
。

⑥
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
。
八
千

代
市
・
千
葉
市
花
見
川
区
の
交
通

需
要
に
比
べ
、
縦
（
国
道
１６
号
）

と
横
（
国
道
２９６
号
）
の
ラ
イ
ン
が

あ
ま
り
に
脆
弱
。
慢
性
的
な
渋
滞

が
生
み
出
す
経
済
上
・
生
活
上
の

損
失
は
甚
大
。
特
に
、
高
速
ア
ク

セ
ス
に
乏
し
い
当
該
エ
リ
ア
の
人

口
を
考
え
れ
ば
、
国
道
１６
号
線
上

に
東
関
道
と
常
磐
道
を
結
ぶ
高
速

道
路
を
整
備
す
れ
ば
、
街
の
あ
り

方
は
大
き
く
変
わ
る
。

以
上
、
農
業
か
ら
街
づ
く
り
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
ま
で
多
様
な
分
野

で
実
現
の
可
能
性
を
模
索
す
る
と

と
も
に
、
既
に
あ
る
資
源
を
活
用

し
、
相
乗
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
手

法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
日
本
国

内
は
東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
る
２０２０

年
ま
で
は
自
然
に
盛
り
上
が
る
で

し
ょ
う
。
問
題
は
そ
の
先
の
ポ
ス

ト
２０２０
。
各
地
域
の
将
来
を
決
め
る

の
は
、
地
域
に
精
通
し
た
住
民
の

皆
様
そ
し
て
自
治
体
で
す
。
各
自

が
そ
の
将
来
の
あ
り
方
に
ア
イ
デ

ア
を
出
し
、
潜
在
力
を
引
き
出
し

て
頂
く
。
そ
の
中
で
、
国
は
と
こ

と
ん
頑
張
る
自
治
体
を
全
力
で
支

援
し
ま
す
。

最
後
に
、
本
質
的
な
人
口
減
少

対
策
と
し
て
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
と

い
っ
た
短
期
的
施
策
ば
か
り
で
は
な

く
、
数
十
年
後
の
日
本
の
姿
を
決
め

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
家

族
や
人
生
の
あ
り
方
を
考
え
る
教
育

に
も
重
点
を
置
い
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

衆
議
院
議
員
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習
志
野
」。
高
齢

化
社
会
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
、

福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
問
題
等
の

課
題
を
前
に
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な

ど
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
に
対
す
る
潜

在
需
要
は
非
常
に
大
き
い
。
我
が

国
有
数
の
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
を
擁
す
る
千
葉
工
大

を
核
と
し
て
、習
志
野
市
を
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
の
研
究
・
開
発
の
最
先
端

都
市
、ま
さ
に「
未
来
へ
の
玄
関
口
」

へ
と
変
え
て
い
く
。
関
連
企
業
も

誘
致
し
、
雇
用
を
含
め
た
経
済
効

果
を
生
み
出
し
て
い
く
。

③
八
千
代
の
梨
を
「
日
本
一
の
梨
」

へ
。
現
在
は
、
近
隣
自
治
体
の
梨

と
の
差
別
化
が
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
粒
千
円
の
宝
石
イ
チ
ゴ

が
生
ま
れ
た
よ
う
に
、
一
玉
１
万

円
の
宝
石
梨
を
八
千
代
で
作
れ
な

い
も
の
か
。
匠
の
力
と
I
T
技
術

の
融
合
。
若
手
の
梨
農
家
の
方
々

を
中
心
に
、
商
工
会
議
所
を
含
め
、

八
千
代
の
若
手
の
知
恵
と
力
を
結

集
し
、
味
・
ブ
ラ
ン
ド
共
に
日
本

一
の
梨
を
国
内
外
に
広
め
て
い
く
。

④
千
葉
・
習
志
野
を
「
若
者
が
集

う
海
浜
エ
リ
ア
」
に
。
東
京
湾
に

面
し
た
茜
浜
、
芝
園
地
区
の
景
色

を
変
え
る
。
公
園
を
は
じ
め
、
海

岸
沿
い
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
ボ
ー

ド
ウ
オ
ー
ク
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

が
立
ち
並
ぶ
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
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①

⑤ ⑧⑦⑦

② ③ ④

フ
の
よ
う
な
場
所
、
或
い
は
稲
毛

海
浜
公
園
ま
で
続
く
人
口
の
砂
浜

（
ビ
ー
チ
）
な
ど
、
海
を
活
用
し
た

街
づ
く
り
で
、
湘
南
ブ
ラ
ン
ド
に

対
抗
で
き
る
エ
リ
ア
を
つ
く
る
。

⑤
習
志
野
で
日
本
一
の
野
外
音
楽

祭
を
。
習
志
野
高
校
を
始
め
、
市

内
小
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
毎
年

の
よ
う
に
全
国
大
会
で
表
彰
さ
れ

る
地
力
。
毎
夏
、
世
界
的
に
有
名

な
野
外
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
る
米

国
タ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
。
壁
の
な
い

屋
根
付
き
演
奏
会
場
、
前
方
に
は

芝
生
。
シ
ー
ト
を
敷
い
て
食
事
や

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
一
流
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
奏
で
る
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
を
楽
し
む
連
日
の
光

景
。
夏
の
２
〜
３
か
月
間
だ
け
で

約
35
万
人
を
集
客
。
谷
津
干
潟
の

傍
で
渡
り
鳥
と
共
に
音
を
楽
し
む

空
間
は
ど
う
か
。

⑥
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
。
八
千

代
市
・
千
葉
市
花
見
川
区
の
交
通

需
要
に
比
べ
、
縦
（
国
道
１６
号
）

と
横
（
国
道
２９６
号
）
の
ラ
イ
ン
が

あ
ま
り
に
脆
弱
。
慢
性
的
な
渋
滞

が
生
み
出
す
経
済
上
・
生
活
上
の

損
失
は
甚
大
。
特
に
、
高
速
ア
ク

セ
ス
に
乏
し
い
当
該
エ
リ
ア
の
人

口
を
考
え
れ
ば
、
国
道
１６
号
線
上

に
東
関
道
と
常
磐
道
を
結
ぶ
高
速

道
路
を
整
備
す
れ
ば
、
街
の
あ
り

方
は
大
き
く
変
わ
る
。

　

以
上
、
農
業
か
ら
街
づ
く
り
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
ま
で
多
様
な
分
野

で
実
現
の
可
能
性
を
模
索
す
る
と

と
も
に
、
既
に
あ
る
資
源
を
活
用

し
、
相
乗
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
手

法
を
考
え
て
い
き
ま
す
。
日
本
国

内
は
東
京
五
輪
が
開
催
さ
れ
る
２０２０

年
ま
で
は
自
然
に
盛
り
上
が
る
で

し
ょ
う
。
問
題
は
そ
の
先
の
ポ
ス

ト
２０２０
。
各
地
域
の
将
来
を
決
め
る

の
は
、
地
域
に
精
通
し
た
住
民
の

皆
様
そ
し
て
自
治
体
で
す
。
各
自

が
そ
の
将
来
の
あ
り
方
に
ア
イ
デ

ア
を
出
し
、
潜
在
力
を
引
き
出
し

て
頂
く
。
そ
の
中
で
、
国
は
と
こ

と
ん
頑
張
る
自
治
体
を
全
力
で
支

援
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
質
的
な
人
口
減
少

対
策
と
し
て
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
と

い
っ
た
短
期
的
施
策
ば
か
り
で
は
な

く
、
数
十
年
後
の
日
本
の
姿
を
決
め

る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
家

族
や
人
生
の
あ
り
方
を
考
え
る
教
育

に
も
重
点
を
置
い
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

衆
議
院
議
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